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１１．．背背景景
□近年の理科学習指導では，「習得した知識を現実の事象と関連付けて理解すること」や「概

念としての知識の習得や深い理解」が求められている。しかし，高等学校理科の授業では，学

習内容の多さや時間的制約から講義型授業に偏りがちであるという課題意識が存在し，原子・

分子や化学結合といった目に見えない抽象概念の理解には課題が残されている。こうした状況

に対し，本研究では，演劇的手法に着目した。演劇的手法は，学習者が役になりきり，身体表

現やストーリーを通して事象を再構成する学習活動であり，イギリスを中心に発展してきた教

育手法である。日本においても様々な教科で実践が広がりつつあるが，理科教育分野では体系

的な研究や実践分析が十分に行われていない。本研究では，日本の理科教育における演劇的手

法を用いた実践研究を文献・報告書から収集・分析し，学習のねらい，扱われる内容，授業方

法，評価の観点からその動向と特色を明らかにする。その成果を基に高校化学の単元設計を行

い，演劇的手法の有効性と課題を試行的に検証することで，理科授業改善に資する新たな教育

実践の可能性を探ることを目的とする。

２２．．先先行行研研究究のの分分析析
理科における「演劇的手法に関する学習活動」に該当する学会発表要旨を含む全ての実践研

究の論文や報告について，2024年10月10日に国立情報学研究所 (NII, National Institute of Infor
matics) が運営するデータベースCiNiiにより検索を行った。本研究では，武田 (2010)が示す『誰
かまたは何かになること』を活用した学習活動を「演劇的手法に関する学習活動」と定義し，

該当した25件の実践研究について分析を行った。分析の結果，理科教育における演劇的手法の
実践は，小学校を中心に，目に見えないものや粒子を扱う単元において，教授後の知識理解を

深める手段として用いられる傾向が見られた。学習者の思考を重視した活動が行われ，学習者・

授業者双方に利点があることが示されている。一方で，演劇活動の評価については，検討や整

理が不十分であることが示された。

３３．．高高校校化化学学ににおおけけるる授授業業実実践践
 先行研究の分析を踏まえ，高校化学「物質の状態変化─化学結合と融点・沸点─」の単元にお
いて，演劇的手法を取り入れた単元開発を行い，主体的・対話的で深い学びの充実を図るとと

もに，「知識・技能」およびそれに連なる「思考力・判断力・表現力」の育成に対する有効性
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